
ム
ダ
な
努
力
は
な
い

四
組
担
任

峯

旬
作

先
生

誰
も
彼
も

浮
か
れ
騒
ぎ

光
る
汗
が
は
じ
け
と
ぶ
。
三
月
八
日
午
後
九
時
、
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
と
も
に
「
前
夜
祭
」
が
始
ま
っ
た
。
野
に
放
た
れ

た
十
九
歳
は
、
も
う
止
ま
ら
な
い
。
ジ
ャ
ン
カ
ラ
か
ら
ラ
ウ
ワ
ン
へ
移
動
。「
学
生

さ
ん
で
す
か
？
」
「
は
い
」「
該
当
す
る
も
の
に
〇
を
」「
該
当
す
る
も
の
が
な
い
ん

で
す
け
ど
」「
あ
、
で
は
〈
そ
の
他
〉
で
す
ね
」。
も
う
使
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
予

備
校
の
学
生
証
を
し
ま
い
な
が
ら
「
俺
た
ち
〈
そ
の
他
〉
な
ん
や
っ
て
～
」
と
ヤ
ス

が
口
を
尖
ら
せ
る
。「
学
割
効
い
た
ん
や
し
、
よ
か
っ
た
や
ん
」「
そ
れ
に
、
明
日
か

ら
は
〈
大
学
生
〉
に
〇
つ
け
た
ら
え
え
ん
や
か
ら
」「
気
が
早
い
で
す
な
～
」。
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
ス
コ
ア
は
絶
好
調
。
も
ら
っ
た
景
品
に
金
メ
ダ
ル
の
よ
う
に
噛
り
付
く
私

と
、
そ
れ
を
囲
む
九
人
。
そ
ん
な
写
真
が
今
も
残
る
。「
縁
起
が
い
い
で
す
な
～
」「
明

日
の
合
格
発
表
も
全
員
合
格
で
す
な
～
」「
ワ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
」。
夢
の
よ
う
な
時
間
が

過
ぎ
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
前
で
「
次
会
う
と
き
は
大
学
生
や
な
～
」
と
手
を
振
り
、
家

路
に
着
い
た
。

三
月
九
日
午
前
九
時
帰
宅
。
オ
ー
ル
し
た
と
き
に
感
じ
る
独
特
の
顔
の
ほ
て
り
と

手
足
の
冷
た
さ
。
合
格
発
表
は
午
前
十
時
。
家
族
は
仕
事
や
学
校
で
、
家
に
は
私
一

人
だ
っ
た
。
よ
た
よ
た
と
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
た
。
回
線
が
混
ん
で
い
て
、
十
時
を

五
分
過
ぎ
て
よ
う
や
く
ペ
ー
ジ
が
開
い
た
。「
な
い
」。
ど
れ
だ
け
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て

も
、
自
分
の
番
号
は
な
か
っ
た
。
血
の
気
が
引
い
て
い
く
の
が
分
か
る
。
こ
た
つ
に

体
を
突
っ
込
み
、
顔
だ
け
出
し
て
天
井
を
見
つ
め
る
。
時
計
の
針
が
コ
ツ
ッ
、
コ
ツ

ッ
と
音
を
鳴
ら
す
な
か
、
ま
ぶ
た
が
重
く
な
っ
た
。
だ
が
十
分
も
経
た
な
い
う
ち
に

ケ
ー
タ
イ
が
鳴
っ
た
。「
あ
か
ん
か
っ
た
わ
」
「
俺
も
」。
さ
す
が
の
ヤ
ス
も
声
に
元

気
が
な
い
。「
で
、
み
ん
な
と
カ
レ
ー
で
も
食
い
に
行
こ
っ
て
言
う
て
る
ね
ん
け
ど
、

来
る
？
」

こ
う
し
て
「
前
夜
祭
」
の
メ
ン
バ
ー
が
再
び
全
員
集
ま
っ
た
。
元
町
駅
か
ら
少
し

上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
レ
ー
屋
さ
ん
。
な
ん
と
、
十

人
中
十
人
、
全
員
が
不
合
格
。
前
期
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
浮
か
れ
て
い
る
受

験
生
に
、
現
実
は
甘
く
な
か
っ
た
。
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
「
前
夜
祭
な
ん
か
す
る

か
ら
や
ん
」
と
誰
か
が
言
っ
た
。
し
ー
ん
と
な
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
…

と
私
は
思
っ
た
。
前
期
が
終
わ
っ
て
も
勉
強
を
続
け
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。
で
も

後
の
祭
り
だ
っ
た
。

誰
か
が
「
後
期
、
ど
う
す
る
ん
」
と
言
っ
た
。
後
期
試
験
は
三
月
十
二
日
。
あ
と

三
日
後
に
迫
る
。
一
般
的
に
、
後
期
は
定
員
が
少
な
く
、
上
位
の
大
学
を
落
ち
た
人

の
受
け
皿
的
な
イ
メ
ー
ジ
。
「
む
り
む
り
、
頭
え
え
子
が
受
け
に
く
る
ん
や
か
ら
、

俺
ら
に
勝
ち
目
な
ん
か
な
い
っ
て
」
。
後
期
は
受
け
ず
に
、
す
で
に
合
格
し
て
い
る

私
立
に
行
く
と
言
う
人
。
一
応
受
け
る
け
ど
、
引
っ
越
し
の
準
備
が
あ
る
か
ら
も
う

勉
強
は
し
な
い
と
言
う
人
。
帰
っ
て
寝
る
人
。
み
ん
な
が
も
う
諦
め
て
い
る
な
か
、

元
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
だ
け
が
、
低
い
声
で
「
や
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
か

な
」
と
言
っ
た
。
「
や
っ
て
も
ム
ダ
や
っ
て
」
と
誰
か
が
言
っ
た
。
店
を
出
て
、
ま

っ
す
ぐ
行
け
ば
予
備
校
。
右
に
曲
が
れ
ば
駅
。「
じ
ゃ
あ
ま
た
」。
一
人
ま
っ
す
ぐ
進

む
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
に
、
私
は
つ
い
て
行
っ
た
。
国
公
立
も
私
立
も
、
受
験
は
三
月
ま
で
。

最
後
ま
で
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
取
り
続
け
る
者
に
、
女
神
は
微
笑
む
。
四
月

に
大
学
で
再
会
し
た
の
は
、
彼
と
私
だ
け
だ
っ
た
。

共
通
テ
ス
ト
の
時
程
と
注
意
点

皆
さ
ん
が
受
験
す
る
共
通
テ
ス
ト
か
ら
、
二
日
目
の
最
後
に
教
科
「
情
報
」
の
試

験
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
国
語
と
数
学
②
の
試
験
時
間
が
、
昨
年
よ
り
十
分
延

長
さ
れ
ま
す
。
受
験
生
の
負
担
が
増
え
て
い
る
の
は
確
か
で
す
が
、
試
験
の
終
了
時

間
だ
け
を
見
る
と
、
初
日
も
二
日
目
も
と
も
に
十
分
遅
く
終
わ
る
だ
け
で
す
。

本
番
の
共
通
テ
ス
ト
は
、
昼
食
時
間
や
休
憩
時
間
が
長
く
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
休

憩
を
上
手
く
利
用
し
て
、
し
っ
か
り
と
体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
頭
も
体
も
す
っ
き
り

と
さ
せ
て
、
次
の
試
験
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。
休
憩
中
に
食
べ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
の
お
菓
子
と
飲
み
物
は
必
携
で
す
の
で
、
多
め
に
用
意
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

左
は
共
通
テ
ス
ト
の
試
験
時
間
と
注
意
点
で
す
。

年
明
け
早
々
に
共
通
テ
ス
ト
演
習
を
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
姫
路
西
、
東
を
は
じ

め
、
ど
こ
の
高
校
も
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
を
機
に
朝
型
の
生
活
に
戻
し

ま
し
ょ
う
。
持
参
す
べ
き
も
の
も
記
載
し
ま
す
の
で
、
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

共通テスト時間割

１月１８日（土）
9:30～ 11:40 地歴公民２科目受験（130分）

10:40～ 11:40 地歴公民１科目受験（60分）
昼休み（80分）

13:00～ 14:30 国語（90分）
休憩（50分）

15:20～ 16:40 英語リーディング（80分）
休憩（40分）

17:20～ 18:20 英語リスニング（60分）
※今日のテストを振り返らない。
※友達とも親ともテストについては話さない。
※早く帰り、ゆっくり休んで翌日に備える！

１月１９日（日）
9:30～ 11:40 理科２科目受験（130分）

10:40～ 11:40 理科１科目受験（60分）
昼休み（80分）

13:00～ 14:10 数学①（70分）
休憩（50分）

15:00～ 16:10 数学②（70分）
休憩（50分）

17:00～ 18:00 情報（60分）
※昼食は当然、おやつと飲み物も必ず持参！
※体温調整ができるように着脱可能な服装！

共通テスト演習時間割

１月６日（月）
8:30 ～ 10:30 地歴公民２科目受験（120 分）
9:30～ 10:30 地歴公民１科目受験（60分）
休憩（10分）

10:40～ 12:10 国語（90分）
昼食（45分）

12:55～ 14:15 英語リーディング（80分）
休憩（10分）

14:25～ 14:55 英語リスニング（30分）

１月７日（火）
8:30～ 10:30 理科２科目受験（120分）
9:30～ 10:30 理科１科目受験（60分）
休憩（10分）

10:45～ 11:55 数学①（70分）
昼食（45分）

12:40～ 13:50 数学②（70分）
休憩（10分）

14:00～ 15:00 情報（60分）
15:00～ 自己採点

※Ｂか２Ｂの先のちびた鉛筆を数本用意する。
※新しい消しゴムを用意する。
※時計を持参する。

共
通
テ
ス
ト
特
集

共
通
テ
ス
ト
は
、
来
年
一
月
十
八
・
十
九
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

先
日
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
共
通
テ
ス
ト
の
確
定
出
願
者
数
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
出
願
者
は
昨
年
よ
り
三
千
人
余
り
増
え
ま
し
た
。
予
備
校
な
ど
の

事
前
予
想
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
五
十
万
人
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
実
際
は
、
四
九
万
五
一
七
一
人
で
し
た
。

共
通
テ
ス
ト
受
験
者
の
増
加
は
七
年
ぶ
り
で
す
。
来
春
の
受
験
は
昨
年
よ
り
も
、

少
し
ば
か
り
難
化
し
そ
う
で
す
。
た
だ
し
増
え
た
と
は
い
っ
て
も
、
平
成
十
四
年
、

十
五
年
は
六
十
万
人
以
上
の
受
験
者
が
い
ま
し
た
の
で
、
長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
受

験
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
国
公
立
大
学
は
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

来
春
の
共
通
テ
ス
ト
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
最
初
の
試
験
で
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
六
教
科
三
十
科
目
か
ら
、
新
教
科
「
情
報
」
を
含
む
七
教
科

二
十
一
科
目
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
学
習
指
導
要
領
は
、
約
十
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

改
訂
初
年
度
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
前
身
で
あ
る
「
共
通
一
次
試
験
」
、「
セ
ン
タ
ー
試

験
」
の
ど
の
回
で
も
平
均
点
は
上
が
り
ま
し
た
。

来
春
の
共
通
テ
ス
ト
も
こ
れ
ま
で
通
り
平
均
点
が
上
が
る
な
ら
ば
、
受
験
生
は
強

気
の
出
願
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
難
関
大
学
の
競
争
率
が
高
く
な
り
、
そ
の
反
動

と
し
て
、
地
方
の
大
学
で
受
験
生
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
が
受
験
す
る
共
通
テ
ス
ト
は
、
昨
年
よ
り
も
五
日
遅
い
実
施
で

す
。
共
通
テ
ス
ト
は
遅
い
の
に
、
国
公
立
大
学
の
前
期
試
験
日
は
例
年
通
り
の
二
月

二
十
五
日
で
す
し
、
出
願
締
め
切
り
日
も
例
年
通
り
二
月
五
日
で
す
。
つ
ま
り
、
出

願
期
間
が
五
日
間
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
短
い
期
間
に
、
前
期
・
中
期
・
後
期

の
受
験
校
を
決
定
し
、
出
願
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
験
し
そ
う
な
大
学
の
願

書
は
、
早
め
に
取
り
寄
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
で
は
、
入
試
日
程
を
確
認
し
ま
す
。

国
公
立
大
学
入
試
日
程

共
通
テ
ス
ト

一
月
十
八
日
（
土
）、
十
九
日
（
日
）

自
己
採
点

一
月
二
十
日
（
月
）
午
前
中
に
学
校
で
行
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
・
河
合
塾
・
高
松
予
備
校
に
自
己
採
点

結
果
を
送
付
し
ま
す
。

判
定
返
却

一
月
二
十
三
日
か
、
二
十
四
日
に
判
定
が
学
校
に
届
き
ま
す
。

三
者
面
談

一
月
二
十
六
日
（
日
）
か
ら
行
い
ま
す
。

国
公
立
出
願

一
月
二
十
七
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
。

※
前
・
中
・
後
期
の
全
て
の
出
願
を
こ
の
期
間
に
行
い
ま
す
。

前
期
試
験
日

二
月
二
十
五
日
（
火
）、
大
学
に
よ
っ
て
は
翌
日
も
実
施
。

前
期
合
格
発
表

三
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
。

入
学
手
続
き

三
月
十
五
日
ま
で
。

中
期
試
験
日

三
月
八
日
（
土
）

※
中
期
を
実
施
す
る
の
は
公
立
大
学
の
一
部
。

中
期
合
格
発
表

三
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
。

入
学
手
続
き

三
月
二
十
七
日
ま
で
。

後
期
試
験
日

三
月
十
二
日
（
水
）

後
期
合
格
発
表

三
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
。

入
学
手
続
き

三
月
二
十
七
日
ま
で
。
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共
通
テ
ス
ト
受
験
会
場
決
定
！

共
通
テ
ス
ト
の
受
験
会
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

回
生
全
員
が
赤
穂
市
に
あ
る
関
西
福
祉
大
学
で
す
。

29受
験
会
場

関
西
福
祉
大
学

住
所

赤
穂
市
新
田
三
八
〇
‐
一

電
話

試
験
当
日
以
外

０
７
９
１
‐
４
６
‐
２
５
０
０

試
験
当
日

０
７
９
１
‐
４
６
‐
２
５
２
５

退
寮
の
説
明
会

十
二
月
十
二
日
（
木
）
は
、
第
四
回
定
期

考
査
の
最
終
日
で
し
た
。
試
験
終
了
後
、
黎

明
寮
の
退
寮
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
支
援
部
の
黎
明
寮
担
当
で
あ
る
田
渕

先
生
が
約

分
に
わ
た
り
説
明
を
し
て
く
だ

30

さ
り
、
退
寮
日
は
原
則
一
月
三
十
一
日
と
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
荷
物
の
搬
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
と
自
動
車
教
習
所
の
入
所

と
も
に
三
月
か
ら
は
自
由
で
す
。

二
月
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

学
校
に
届
け
を
出
し
て
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
許
可
さ
れ
る
の
は
、
進
路
が
決
定
し

て
い
る
人
だ
け
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
早
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
大
学
生
に

な
れ
ば
い
く
ら
で
も
で
き
ま
す
。
入
学
を
前

に
し
た
こ
の
時
期
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
新

し
い
学
生
生
活
へ
の
準
備
に
当
て
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
学
割

三
月
中
は
学
割
が
利
用
で
き
ま
す
。
卒
業

式
は
二
月
末
で
す
。
三
月
は
す
で
に
卒
業
し

て
い
ま
す
が
、
学
割
の
有
効
期
限
は
三
月
三

十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
月
八
日
の
中
期

日
程
や
、
十
二
日
の
後
期
日
程
で
Ｊ
Ｒ
を
利

用
す
る
場
合
は
、
是
非
学
割
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
受
験
だ
け
で
な
く
下
宿
探
し
や
、
引

っ
越
し
の
準
備
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
以
前

の
学
年
通
信
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
姫
路
と

東
京
の
往
復
切
符
の
場
合
、
学
割
を
利
用
す

る
と
四
千
円
安
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
長
距
離
の
切
符
は
有
効
期
限
が
最

大
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
姫

路
か
ら
東
京
の
普
通
乗
車
券
は
五
日
間
有
効

で
す
の
で
、
三
月
三
十
日
に
購
入
し
て
お
い

て
、
そ
の
切
符
で
四
月
三
日
に
乗
車
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

今後の行事予定（３年生関連）

１２月
２３日（月）特別推薦合格者保護者説明会
２４日（火）全校集会
２５日（水）冬季休業開始
１月
６日（月）共通テスト演習
７日（火） 〃
８日（水）大掃除・ＬＨＲ

１３日（月）成人の日
１７日（金）４限 共通テスト受験者集会
１８日（土）共通テスト
１９日（日） 〃
２０日（月）共通テスト自己採点

寮生を送る会
２２日（水）大掃除・ワックスがけ
２３日（木）学年集会

中学入試会場準備
１６時完全下校

２４日（金）中学入試・生徒登校禁止
２５日（土） 〃
２６日（日）国公立出願の三者面談
２７日（月）３年生自主登校

国公立大学出願開始
～２月５日まで

国公立出願の三者面談
２８日（火） 〃
２月

１４日（金）登校禁止
１７日（月）高校推薦入試・登校禁止

回
生
の
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

29

附
属
高
校
で
は
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
詳
細
版
と
簡
易
版
が
あ
り
ま
す
。
簡
易
版
で
毎
月
実
施
し
、
詳

細
版
は
前
期
と
後
期
に
一
回
ず
つ
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
三
日
に
詳
細
版
の
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
報
告
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

詳
細
版
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
は
、
高
校
生
活
が
「
楽
し
い
」「
ま
あ
ま
あ
楽
し
い
」「
あ
ま
り
楽
し
く

な
い
」
「
楽
し
く
な
い
」
の
四
択
で
答
え
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
項
目
に
つ
い

て
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

回
生
は
割
と
「
楽
し
い
」
高
校
生
活
が
送
れ
て
い
る

29

よ
う
で
す
。

１
組

２
組

３
組

４
組

５
組

学
年

楽
し
い

人

18

22

21

25

24

110

ま
あ
ま
あ
楽
し
い

８

７

９

５

５

人
34

あ
ま
り
楽
し
く
な
い

０

２

０

０

１

３
人

楽
し
く
な
い

０

０

０

０

０

０
人

回
生
の
ち
ょ
っ
と
良
い
と
こ
ろ

29

十
一
月
に
な
る
と
、
三
年
生
の
ク
ラ
ス
で
欠
席
者
が
増
え
る
高
校
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

回
生
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
各
ク
ラ
ス
で
欠
席
が
ゼ

29

ロ
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
一
、
二
年
生
と
比
べ
て
も
欠
席
者
が
多
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
日
常
生
活
を
大
切
に
す
る

回
生
の
面
目

29

躍
如
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
の
た
め
に
、
今
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

人
生
は
充
実
し
ま
せ
ん
。
今
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
将
来
に
も
受
験
に
も

必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。
附
属
高
校
で
の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で

す
。
受
験
は
も
ち
ろ
ん
、
何
だ
っ
て
乗
り
越
え
て
活
躍
す
る
は
ず
で
す
。
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共
通
テ
ス
ト
対
策

草
部
総
長
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

理
系
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
は
、
総
長
先
生
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
共
通
テ
ス
ト

『
物
理
』
初
歩
の
対
策
」
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
「
対
策
」
は
、
物
理
の
受
験
対

策
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
教
科
に
当
て
は
ま
る
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

総
長
先
生
が

回
生
の
た
め
に
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
対
策
」
で
す
。
Ａ
四
版

29

十
枚
に
も
及
ぶ
「
対
策
」
で
す
が
、
そ
の
一
部
を
今
一
度
、
記
載
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
期
間
の
学
習
の
手
引
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
近
年
の
共
通
テ
ス
ト
が
、
高
校
で
の
探
究
の
過
程
を
重
視
し
た
問
題
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
備
校
に
よ
る
対
策
法
が
提
供
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
高
校
の
探
究
の
授
業
で
活
躍
し
た
生
徒
が
特
に
有
利
に
な
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
共
通
テ
ス
ト
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
総
長
先
生
は
「
共

通
テ
ス
ト
の
近
年
の
特
徴
」
に
言
及
さ
れ
て
、
「
し
た
た
か
な
戦
略
」
に
よ
る
共
通

テ
ス
ト
対
策
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
の
近
年
の
特
徴

〇
近
年
の
共
通
テ
ス
ト
は
、
探
究
的
要
素
の
問
題
が
多
く
な
り
、
従
来
の
問
題
集

を
解
い
て
い
く
勉
強
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

〇
問
題
は
、
む
し
ろ
基
礎
的
な
知
識
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
解
答

例
を
見
な
が
ら
で
も
良
い
の
で
、
自
分
で
解
い
て
み
て
「
よ
く
問
題
の
内
容
を

理
解
し
て
み
た
ら
、
自
分
で
も
解
け
る
問
題
だ
と
分
か
っ
た
！
」
と
実
感
し
な

が
ら
、
過
去
数
年
の
問
題
を
よ
く
勉
強
し
て
み
る
と
よ
い
。

〇
「
大
問
の
最
初
数
題
の
小
問
は
易
し
い
」
、「
後
半
は
相
当
に
難
し
い
」
場
合
が

あ
る
の
で
、
時
間
配
分
と
割
り
切
り
（
次
の
問
題
に
進
む
決
断
）
が
受
験
生
に

求
め
ら
れ
る
。

し
た
た
か
な
戦
略

〇
覚
え
て
い
る
公
式
や
知
識
で
解
け
る
。

〇
リ
ー
ド
文
に
は
「
ヒ
ン
ト
が
書
い
て
あ
る
」。

〇
大
問
の
最
初
数
個
の
小
問
は
基
礎
的
知
識
で
必
ず
解
け
る
。

〇
そ
の
問
題
は
解
ら
な
く
て
も
次
の
問
題
は
解
け
る
。

物
理
の
対
策

〇
対
策
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
は
「
力
学
」
は
後
回
し
。

〇
必
須
は
「
波
」
と
「
電
磁
気
（
回
路
）
」。

Ｄ
・
Ｅ
判
定
で
も
多
数
が
合
格
！

何
事
も
諦
め
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
中
で

も
受
験
は
最
後
ま
で
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
を
証
明
す
る
駿
台
予
備
校
作
成
の
資
料
が

あ
り
ま
す
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。
資
料
に

よ
る
と
、
Ｄ
判
定
の
人
の

％
が
合
格
し
、
Ｅ
判

46

定
の
人
で
も

％
の
人
が
合
格
し
て
い
る
の
で

17

す
。
諦
め
な
い
で
頑
張
っ
て
、
こ
の
冬
に
合
格
ラ

イ
ン
を
突
破
し
ま
し
ょ
う
。

悩
ま
し
い
の
は
Ａ
判
定
で
も
落
ち
る
人
が

％
13

も
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入
試
当
日
に
風
邪
を

ひ
く
な
ど
の
不
確
定
な
要
素
が
あ
り
ま
す
の
で
、

入
試
に
絶
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
前

期
で
勝
負
し
、
中
期
・
後
期
で
押
さ
え
る
と
い
う

黄
金
パ
タ
ー
ン
を
守
っ
た
出
願
を
し
ま
し
ょ
う
。

駿台予備校「大学入試研究会」資料 １１月２３日 於駿台神戸校


